
一
四
三

一
四
三

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J

―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

丸

山

仁

は

じ

め

に

「
歴
史
n
暗
記
X
‘
R
g
K
多
X
M
e
嫌
C
_
・
覚
G
L
’
i
C
」
g
C
E
生
徒
m
「
苦
情
」
˜
耳
j
V
^
R
g
K
A
‘
地
歴
科
・
社

会
科
m
教
員
n
多
C
g
思
•
’
‘
&
私
„
\
m
一
人
f
A
‘
&
私
自
身
n
小
学
校
六
年
生
m
時
j
邪
馬
台
国
m
謎
j
関
心
˜
„
.
^
R
g

˜
L
.
J
P
j
日
本
史
j
興
味
˜
„
`
%
\
m
後
大
学
†
大
学
院
f
歴
史
学
˜
学
r
%
C
}
日
本
史
˜
高
等
学
校
f
教
G
e
C
‘
&

日
本
史
˜
教
G
‘
教
員
m
多
N
n
%
私
m
Š
E
j
何
J
˜
L
.
J
P
g
V
e
日
本
史
j
興
味
・
関
心
˜
„
`
%
学
生
時
代
j
歴
史
学
˜

学
r
%
教
壇
j
立
.
e
C
‘
m
f
n
i
C
J
g
思
E
&
V
J
V
当
^
Œ
前
i
R
g
f
A
‘
K
%
生
徒
n
必
Y
V
„
日
本
史
j
興
味
・
関
心

˜
„
.
e
C
‘
g
n
限
‹
i
C
&
‚
V
“
日
本
史
j
興
味
・
関
心
˜
„
c
h
R
“
J
%「
歴
史
K
嫌
C
」
g
C
E
生
徒
„
少
i
N
i
C
m

K
現
状
f
n
i
C
_
“
E
J
&

\
m
Š
E
i
中
f
h
m
Š
E
j
日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
e
C
N
J
n
重
要
i
課
題
m
一
c
f
A
‘
g
C
G
Š
E
&
映
像



一
四
四

一
四
四

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

教
材
†
実
物
（
模
型
„
含
‚
）
教
材
m
提
示
n
生
徒
m
興
味
・
関
心
˜
q
N
^
ƒ
m
工
夫
m
一
c
f
A
“
E
&
本
稿
f
n
%
生
徒
自
身
K

日
本
史
˜
学
u
R
g
n
年
号
†
歴
史
事
象
m
暗
記
f
n
i
C
%
教
科
書
記
述
m
背
景
j
A
‘
歴
史
m
奥
深
T
˜
知
Œ
^
C
g
C
E
気
持
`

j
i
.
e
N
’
‘
^
ƒ
m
動
機
付
P
m
一
c
m
方
法
g
V
e
%
大
河
Å
å
Ú
˜
取
Œ
上
Q
^
実
践
˜
紹
介
V
^
C
&

i
[
大
河
Å
å
Ú
i
m
J
&
}
Y
R
R
数
年
m
大
河
Å
å
Ú
f
n
%
中
高
生
j
„
人
気
K
A
‘
若
手
俳
優
K
出
演
V
e
C
‘
R
g
K
A

Q
‹
’
‘
&
歴
史
j
興
味
˜
„
c
L
.
J
P
n
i
™
f
A
“
E
g
}
Y
興
味
・
関
心
˜
„
.
e
„
‹
E
R
g
K
重
要
f
A
“
E
&
次
j
様

々
i
Ý
Ã
4
›
j
取
Œ
上
Q
‹
’
‘
^
ƒ
認
知
度
K
高
C
R
g
K
A
‘
&
è
ï
»
ç
Ï
Ã
¥
店
f
n
大
河
Å
å
Ú
m
¯
ú
Æ
ú
˜
c
N
.

e
C
‘
g
R
“
„
A
‘
&
興
味
˜
„
.
^
g
V
e
„
\
R
J
‹
苦
労
V
i
P
’
o
広
Q
‹
’
i
C
m
f
n
\
m
興
味
・
関
心
˜
広
Q
^

Œ
%
深
ƒ
^
Œ
X
‘
R
g
n
難
V
C
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&
\
m
点
f
関
連
書
籍
†
Â
è
Ï
（
放
映
K
終
了
V
^
過
年
度
m
„
m
n
Ï

Ã
¥
†



）
˜
通
W
e
X
O
j
知
識
˜
深
ƒ
‘
R
g
K
f
L
‘
環
境
n
魅
力
的
f
A
‘
&

T
‹
j
授
業
˜
L
.
J
P
g
V
e
家
族
f
m
展
開
K
期
待
f
L
‘
R
g
K
A
‘
&
家
族
内
f
m
日
常
的
i
話
題
g
i
‘
R
g
f
%
例
G

o
休
日
i
h
大
河
Å
å
Ú
m
舞
台
˜
訪
’
‘
g
C
E
R
g
j
„
発
展
X
‘
可
能
性
„
A
‘
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&
以
上
K
大
河
Å
å
Ú

˜
取
Œ
上
Q
^
理
由
f
A
‘ (

)

&
\
’
f
n
%
筆
者
K
R
R
数
年
%
折
j
触
’
e
行
.
e
L
^
実
践
˜
紹
介
V
e
~
^
C
&

一

日
本
史
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

}
Y
大
河
Å
å
Ú
\
m
„
m
j
入
‘
前
段
g
V
e
%
歴
史
˜
学
u
意
味
%
学
問
g
V
e
m
日
本
史
g
C
.
^
歴
史
m
見
方
j
c
C
e
生

徒
g
一
緒
j
考
G
‘
機
会
˜
持
c
Š
E
j
V
e
C
‘
&
教
科
書
m
記
述
（
各
人
物
†
各
歴
史
事
項
）
m
背
景
j
n
何
K
A
‘
m
J
g
C
E

視
点
f
物
事
˜
考
G
‘
発
想
˜
促
X
R
g
f
%
深
N
掘
Œ
下
Q
^
Œ
%
多
角
的
i
視
点
f
物
事
˜
考
G
‘
力
˜
養
C
^
C
g
考
G
‘
J
‹



一
四
五

一
四
五

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

f
A
‘
&
\
m
内
容
n
次
m
Š
E
i
„
m
f
A
‘
&

（

）
歴
史
˜
学
u
意
味

\
„
\
„
私
^
`
n
i
[
歴
史
˜
学
u
m
f
A
“
E
J
&
網
野
善
彦
n
%
「
勝
者
j
n
決
V
e
知
Œ
難
C
%
敗
者
m
~
m
知
‘
人
間
m

真
実
˜
%
f
L
E
‘
限
Œ
c
J
~
g
Œ
%
\
’
˜
未
来
j
生
J
X
道
˜
q
‹
N
R
g
R
\
%
近
代
史
学
˜
R
G
‘
新
V
C
歴
史
学
m
i
X

x
L
R
g
」
g
述
x
e
C
‘ (

)

&
歴
史
n
決
V
e
過
去
j
I
L
^
出
来
事
_
P
f
n
i
N
%
過
去
J
‹
学
r
%
現
在
%
T
‹
j
未
来
j
活
J

V
e
行
J
i
P
’
o
i
‹
i
C
„
m
_
g
筆
者
„
考
G
‘
V
%
\
m
事
˜
念
頭
j
I
C
e
教
壇
j
立
.
e
C
‘
c
„
Œ
f
A
‘
&
\
m

際
%
自
分
n
h
m
立
場
f
歴
史
˜
語
‘
m
J
&
c
}
Œ
\
m
人
m
歴
史
観
K
問
•
’
e
C
‘
g
C
G
Š
E
&
}
^
無
自
覚
f
A
.
^
g
V

e
„
少
i
J
‹
Y
自
分
m
物
m
見
方
K
授
業
f
m
切
Œ
口
†
取
Œ
上
Q
方
j
影
響
X
‘
„
m
f
A
‘
g
感
W
e
C
‘
&

宮
城
学
院
高
等
学
校
j
在
籍
X
‘
生
徒
n
h
m
Š
E
i
歴
史
観
˜
„
.
e
C
‘
m
f
A
“
E
J
&
筆
者
n
「
A
i
^
j
g
.
e
歴
史
g

n
i
™
f
X
J
」
g
C
E
問
C
˜
生
徒
j
投
Q
J
P
%
記
述
形
式
f
解
答
˜
求
ƒ
^
R
g
K
A
‘
&

\
m
解
答
n
大
L
N
分
P
e
三
c
m
Í
»
ú
ï
j
分
類
X
‘
R
g
K
f
L
‘
g
考
G
‹
’
‘
&
「

」
m
言
葉
n
生
徒
自
身
m
生
m
言

葉
f
A
‘
&

}
Y
「
人
間
\
m
„
m
g
同
W
存
在
」
%「
人
間
m
生
L
e
L
^
足
跡
」
g
C
.
^
人
類
m
足
跡
g
V
e
m
捉
G
f
A
‘
&

次
j
「
昔
˜
学
u
R
g
f
%
今
必
要
i
Þ
Ê
˜
見
c
P
‘
R
g
K
f
L
‘
„
m
」
%「
自
分
m
^
ƒ
j
i
‘
„
m
」
%「
過
去
˜
知
.
e
今

j
活
J
X
„
m
」
g
C
.
^
%
過
去
m
„
m
f
n
i
N
%
C
}
j
c
i
K
‘
„
m
g
V
e
m
捉
G
f
A
‘
&

最
後
j
「
i
J
.
^
R
g
j
f
L
i
C
R
g
」
%「
同
W
過
`
˜
犯
T
i
C
^
ƒ
j
学
o
i
P
’
o
i
‹
i
C
„
m
」
%「
R
’
J
‹
生
L



一
四
六

歴
史
学
の
手
順

内

容

◯
何
を
研
究
し
よ
う
か

興
味
・
関
心
＋
こ
れ
ま
で
の
研
究
→
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

◯
研
究
材
料
を
集
め
る

文
字
史
料
、
発
掘
史
料
（
モ
ノ

考
古
学
）
、
聞
き
取
り
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
野
外

の
実
施
調
査
）
な
ど

◯
研
究
材
料
を
料
理
す
る

特
殊
技
術
（
文
書
を
読
み
解
く
）

◯
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
構
成
す
る

全
体
を
見
る
目
と
論
理
的
な
構
成
力

一
四
六

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

e
ˆ
N
^
ƒ
j
学
o
i
P
’
o
C
P
i
C
R
g
」
g
C
.
^
C
•
o
教
訓
g
V
e
m
捉
G
f
A
‘
&

R
R
J
‹
読
~
g
’
‘
生
徒
m
歴
史
観
n
決
V
e
「
歴
史
n
暗
記
科
目
」
g
C
.
^
Š
E
i
浅
C
„
m
f
n
i
C
&
教
師
K
十
分
j
深

~
m
A
‘
素
材
˜
提
供
X
‘
R
g
K
f
L
’
o
%
生
徒
n
\
m
力
f
深
C
学
r
˜
X
‘
R
g
K
f
L
‘
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&

（

）
歴
史
学
g
n
何
J

学
問
g
V
e
m
歴
史
学
g
n
何
J
&
生
徒
j
n
%
q
g
言
f
表
現
X
‘
i
‹
%
史
資
料
（
＝
根
拠
）
j
„
g
d
C
e
論
（
＝
考
G
）
˜

組
~
立
e
‘
R
g
g
提
示
V
^
&
V
J
V
\
’
_
P
f
n
抽
象
的
f
A
‘
^
ƒ
%
T
‹
j
次
m
四
段
階
j
•
P
‹
’
‘
g
V
e
説
明
V

^ (

)

&
次
m
表
m
通
Œ
f
A
‘
&



一
四
七

一
四
七

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

学
問
g
C
E
g
高
校
生
j
n
}
_
無
縁
m
„
m
%
A
‘
C
n
大
学
j
進
学
V
e
J
‹
学
u
難
V
C
„
m
g
C
E
意
識
K
強
N
%
必
要
以

上
j
難
V
N
感
W
e
V
}
E
g
R
“
K
A
‘
&
V
J
V
具
体
例
˜
示
V
i
K
‹
手
順
j
分
P
e
紹
介
X
‘
R
g
f
少
V
n
身
近
i
„
m
j

感
W
e
„
‹
G
‘
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&

（

）
教
科
書
記
述
g
歴
史
学
g
m
関
係

教
科
書
記
述
g
学
問
g
V
e
m
歴
史
学
m
関
係
˜
鎌
倉
幕
府
m
成
立
˜
例
g
V
e
考
G
^
&

教
科
書
（
『
新
V
C
社
会

歴
史
』
東
京
書
籍

五
十
・
五
十
一
頁
）
j
n
鎌
倉
幕
府
m
成
立
j
c
C
e
次
m
Š
E
j
記
述
T
’
e
C

‘
&「

（
鎌
倉
幕
府
m
始
}
Œ
）
平
氏
m
滅
亡
後
%
義
経
K
頼
朝
g
対
立
X
‘
g
%
頼
朝
n
義
経
˜
g
‹
G
‘
R
g
˜
口
実
j
朝
廷
j
強
N

Z
}
Œ
%
国
S
g
j
守
護
˜
%
荘
園
†
公
領
S
g
j
地
頭
˜
置
N
R
g
˜
認
ƒ
T
Z
%
鎌
倉
˜
本
拠
地
j
定
ƒ
%
鎌
倉
幕
府
˜
開
C
e

武
家
政
治
˜
開
始
V
}
V
^
&
T
‹
j
義
経
K
奥
州
藤
原
氏
m
„
g
j
m
K
’
‘
g
%
平
泉
˜
拠
点
g
V
e
栄
G
e
C
^
藤
原
氏
˜
„

攻
ƒ
z
“
{
V
}
V
^
&
一
一
九
二
年
%
征
夷
大
将
軍
j
任
W
‹
’
^
頼
朝
n
%
政
治
制
度
˜
整
G
}
V
^
K
%
\
’
n
簡
素
i
„
m

f
V
^
&
将
軍
g
武
士
g
n
主
従
関
係
j
Š
.
e
結
o
’
%
将
軍
n
配
下
m
武
士
m
先
祖
伝
来
m
領
地
˜
保
護
V
%
新
V
C
領
地
˜
与

G
}
V
^
（
御
恩
）
&
J
’
‹
n
御
家
人
g
V
e
将
軍
j
忠
誠
˜
`
J
C
%
奉
公
˜
V
}
V
^
&」

一
方
%
歴
史
学
f
n
鎌
倉
幕
府
m
成
立
j
c
C
e
C
N
c
J
m
説
K
A
‘ (

)
&



一
四
八

鎌
倉
幕
府
成
立
の
画
期

そ

の

内

容

・

意

義

な

ど

一
一
八
〇
年
（
治
承
四
）

源
頼
朝
に
よ
る
「
東
国
」
の
荘
園
・
公
領
の
支
配
権
の
表
明
。

根
拠

以
仁
王
（
後
白
河
法
皇
二
男
）
の
令
旨
。

史
料

『
吾
妻
鏡
』
（
治
承
四
年
八
月
一
九
日
条
「
関
東
の
こ
と
施
行
の
は
じ
め
な
り
」
）

一
一
八
五
年
（
文
治
元
）

守
護
・
地
頭
の
設
置
を
認
め
ら
れ
る
。
幕
府
の
主
柱
の
成
立
。

一
一
九
〇
年
（
建
久
元
）

頼
朝
が
右
近
衛
大
将
に
任
命
さ
れ
る
。

近
衛
大
将
を
幕
下
と
呼
称
。

一
一
九
二
年
（
建
久
三
）

頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。

将
軍
の
陣
幕
＝
幕
府
。

一
四
八

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

鎌
倉
幕
府
g
n
何
J
&
「
幕
府
」
˜
辞
書
的
i
意
味
J
‹
「
将
軍
m
陣
幕
」
g
考
G
‘
i
‹
o
%
鎌
倉
幕
府
m
成
立
n
源
頼
朝
K
征
夷

大
将
軍
j
任
命
T
’
^
一
一
九
二
年
g
i
‘
&
V
J
V
鎌
倉
幕
府
˜
初
ƒ
e
誕
生
V
^
武
家
政
権
g
考
G
‘
i
‹
o
%
\
m
成
立
m
画
期

n
多
様
g
i
‘
&
教
科
書
m
記
述
n
%
守
護
・
地
頭
m
設
置
˜
認
ƒ
‹
’
^
一
一
八
五
年
˜
鎌
倉
幕
府
m
成
立
g
V
e
考
G
e
C
‘
Š
E

f
A
‘
&
大
切
i
事
n
鎌
倉
幕
府
m
成
立
n
何
年
g
覚
G
‘
R
g
f
n
i
N
%
\
m
判
断
m
基
準
n
何
f
A
‘
J
˜
考
G
‘
R
g
f
A
‘
&

（

）
史
料
g
資
料
～
教
科
書
m
„
g
j
i
‘
„
m
～

教
科
書
記
述
m
„
g
j
i
‘
„
m
n
大
L
N
•
P
e
史
料
g
資
料
K
A
‘
&
\
m
違
C
n
i
™
f
A
“
E
J
&
史
料
g
n
%
同
時
代
m



一
四
九

一
四
九

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

記
録
f
A
Œ
一
次
資
料
g
呼
o
’
‘
„
m
f
A
‘
&
例
G
o
%
◯
古
文
書
（
『
東
大
寺
文
書
』
i
h
）
%
◯
古
記
録
（
『
御
堂
関
白
記
』
i

h
）
%
◯
考
古
学
m
遺
物
〈
埴
輪
i
h
〉
%
◯
絵
画
〈
絵
巻
・
肖
像
画
i
h
〉（
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
i
h
）
%
◯
編
纂
物
（
『
吾
妻
鏡
』
i
h
）

K
具
体
例
g
V
e
A
Q
‹
’
‘
&
i
I
文
書
g
記
録
m
違
C
n
%
文
書
n
出
V
^
側
g
受
P
取
.
^
側
K
存
在
X
‘
„
m（
例
G
o
手
紙
）

f
A
‘
m
j
対
V
e
%
記
録
n
日
記
i
h
\
m
記
主
K
自
分
（
A
‘
C
n
Ÿ
£
）
m
^
ƒ
j
書
L
残
V
^
„
m
f
A
‘
&

一
方
%
資
料
n
%
m
`
m
時
代
j
作
‹
’
^
„
m
f
A
Œ
%
二
次
資
料
g
呼
o
’
‘
„
m
f
A
‘
&
例
G
o
%
◯
文
学
作
品
%
◯
新

聞
%
雑
誌
%
◯
地
名
%
◯
地
域
m
習
俗
%
◯
地
形
K
具
体
例
g
V
e
A
Q
‹
’
‘
&

R
’
„
教
科
書
記
述
m
基
g
i
‘
根
拠
˜
考
G
‘
^
ƒ
m
具
体
的
i
提
示
g
V
e
大
切
i
R
g
_
g
考
G
e
C
‘
&

（

）
歴
史
m
見
方
～
「
中
央
」
J
‹
「
地
域
」
w
・
百
年
単
位
f
考
G
‘
～

教
科
書
m
歴
史
記
述
n
g
„
X
‘
g
「
勝
者
」
A
‘
C
n
「
中
央
」
（
例
G
o
古
代
・
中
世
j
I
P
‘
奈
良
†
京
都
）
J
‹
m
視
点
f

描
J
’
‘
R
g
K
多
J
.
^
&
V
J
V
最
近
f
n
「
地
域
」
g
C
E
視
点
K
重
視
T
’
%
記
述
†
歴
史
用
語
„
見
直
V
K
行
•
’
%
多
様

i
視
点
f
歴
史
˜
考
G
‘
R
g
K
大
切
j
T
’
e
L
e
C
‘
&
\
R
f
歴
史
用
語
g
V
e
「
奥
州
征
伐
」
J
‹
「
奥
州
合
戦
」
g
変
化
V

e
L
^
理
由
˜
考
G
‘
i
J
f
%「
中
央
」・
「
勝
者
」
m
歴
史
f
n
i
N
%「
地
域
」
J
‹
歴
史
˜
考
G
‘
視
点
˜
学
u
R
g
˜
指
摘
V
^
&



一
五
〇

歴
史
用
語

根

拠

と

解

釈

な

ど

「
奥
州
征
伐
」
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
文
言

『
吾
妻
鏡
』
と
は
鎌
倉
幕
府
の
編
纂
物
。
つ
ま
り
勝
っ
た
鎌
倉
幕
府
側
が
つ
け
た
呼
び
方
＝
「
源
頼
朝
が
十
二
世
紀
末

（
一
一
八
九
年
）
、
奥
州
平
泉
の
藤
原
泰
衡
を
滅
ぼ
し
た
出
来
事
」
と
い
う
解
釈

「
奥
州
合
戦
」

薩
摩
の
島
津
家
の
文
書
に
み
え
る
文
言

つ
ま
り
勝
者
で
も
敗
者
で
も
な
い
第
三
者
の
呼
び
方
＝
「
藤
原
泰
衡
が
、
源
頼
朝
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
出
来
事
」

年

号

事

項

年

号

事

項

五
九
三
年

聖
徳
太
子
が
摂
政
に
な
る

六
九
四
年

藤
原
京
に
遷
都

七
九
四
年

平
安
京
に
遷
都

八
九
四
年

菅
原
道
真
の
建
言
に
よ
り
遣
唐
使
中
止

一
四
八
五
年

山
城
の
国
一
揆

一
四
九
二
年

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
再
発
見

一
五
八
八
年

刀
狩
令

一
六
八
五
年

生
類
憐
れ
み
に
関
す
る
法
令

一
五
〇

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

}
^
歴
史
研
究
K
個
別
化
%
細
分
化
X
‘
i
J
f
g
„
X
‘
g
歴
史
m
大
L
i
流
’
K
捉
G
j
N
N
i
.
e
L
e
C
‘
&
V
J
V
個
々

m
歴
史
的
事
実
˜
理
解
X
‘
E
G
f
„
大
L
i
流
’
g
C
E
„
m
˜
意
識
V
^
上
f
\
m
内
容
˜
押
T
G
‘
R
g
K
大
切
f
A
‘
R
g
n

言
E
}
f
„
i
C
&
\
R
f
歴
史
˜
短
期
f
f
n
i
N
長
期
的
i
視
点
j
立
.
e
捉
G
‘
g
何
K
見
G
e
N
‘
J
˜
考
G
^
&
次
m
表
n

百
年
単
位
f
歴
史
上
m
出
来
事
˜
並
x
^
„
m
f
A
‘
&



一
五
一

九
八
八
年

尾
張
国
郡
司
百
姓
が
国
司
の
非
法
を
訴
え
る

一
〇
八
六
年

院
政
開
始

一
一
八
九
年

奥
州
合
戦

一
二
八
五
年

霜
月
騒
動

一
三
九
二
年

南
北
朝
合
一

一
七
八
七
年

寛
政
の
改
革

一
七
八
九
年

フ
ラ
ン
ス
革
命

一
八
八
九
年

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

一
九
九
一
年

ペ
ル
シ
ャ
湾
に
海
上
自
衛
隊

一
五
一

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

「
地
域
」
m
視
点
J
‹
歴
史
˜
考
G
^
Œ
%
百
年
g
C
E
長
C
μ
Í
ï
f
歴
史
˜
見
通
X
R
g
j
Š
.
e
様
々
i
気
d
L
K
生
}
’
‘

m
f
n
i
C
_
“
E
J
&
\
m
Š
E
i
気
d
L
K
歴
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
j
c
i
K
‘
„
m
_
g
考
G
e
C
‘
&

以
上
紹
介
V
e
L
^
（

）
～
（

）
m
取
Œ
組
~
˜
通
V
e
%
C
•
ˆ
‘
日
常
m
教
科
書
内
容
m
学
習
_
P
f
n
i
J
i
J
気
K
付

L
j
N
C
%
教
科
書
m
基
g
i
‘
学
問
g
V
e
m
歴
史
学
†
歴
史
m
奥
深
T
j
c
C
e
%
考
G
‘
機
会
˜
„
e
^
m
f
n
i
C
J
g
考
G

e
C
‘
&

\
’
f
n
R
’
˜
前
提
g
V
e
%
次
j
大
河
Å
å
Ú
˜
素
材
g
V
^
実
践
報
告
j
入
Œ
^
C
&

二

も
う
ひ
と
つ
の
鎌
倉
幕
府
、
義
経
と
奥
州
幕
府
構
想

}
Y
二
〇
〇
五
年
j
放
映
T
’
^
「
義
経
」
˜
素
材
g
V
^
実
践
f
A
‘
&

R
m
実
践
f
n
%
源
義
経
m
生
涯
˜
紹
介
X
‘
i
J
f
%
鎌
倉
幕
府
m
成
立
g
C
E
平
氏
政
権
j
J
•
.
e
登
場
V
^
本
格
的
i
武
士

政
権
誕
生
m
問
題
j
c
C
e
考
G
e
~
^ (

)

&



一
五
二

年

号

事

柄

〈

〉
は
年
齢

平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

誕
生
〈

〉

永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）

父
義
朝
、
尾
張
国
で
殺
さ
れ
る

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）

義
経
、
鞍
馬
寺
に
入
る

〈

〉

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）

義
経
、
奥
州
に
下
る

〈

〉

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）

義
経
、
駿
河
国
黄
瀬
川
の
宿
で
頼
朝
と
対
面
〈

〉

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）

義
経
、
範
頼
と
と
も
に
平
氏
追
討
に
向
か
う

左
衛
門
尉
に
任
じ
ら
れ
、
「
使
」
（
＝
検
非
違
使
）
の
宣
旨
を
蒙
る

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）

屋
島
の
戦
い
（
二
月
二
十
九
日
）

一
五
二

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

（

）
義
経
g
n
h
m
Š
E
i
人
物
J

}
Y
源
義
経
m
Ÿ
Ý
ú
´
g
実
像
m
相
違
j
c
C
e
指
摘
V
^
&
主
人
公
f
A
‘
義
経
m
意
外
性
˜
指
摘
X
‘
R
g
f
興
味
・
関
心
˜

„
c
L
.
J
P
˜
作
“
E
g
V
^
m
f
A
‘
&

源
義
経
m
一
般
的
i
Ÿ
Ý
ú
´
n
%
悲
劇
m
Î
ú
é
ú
%
判
官
r
C
L
%
牛
若
丸
g
弁
慶
%
½
ï
©
μ
・
Ë
ï
伝
説
i
h
K
A
Q
‹
’

‘
f
A
“
E
&
V
J
V
実
際
n
%
色
白
m
小
男
f
%
反
.
^
歯
m
持
`
主
f
A
.
^ (

)

&
\
’
K
室
町
時
代
j
入
‘
g
『
義
経
記
』
i
h
j

義
経
m
美
貌
K
強
調
T
’
‘
Š
E
j
i
Œ
%
現
代
m
義
経
Ÿ
Ý
ú
´
m
基
g
i
.
e
C
.
^
m
f
A
.
^
&

次
j
義
経
m
経
歴
˜
紹
介
V
^
&
義
経
m
生
涯
˜
概
観
X
‘
R
g
f
h
m
Š
E
i
人
物
f
A
.
^
J
%
\
m
大
枠
˜
c
J
~
%
人
物
像

˜
共
有
X
‘
R
g
˜
意
図
V
^
&



一
五
三

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）

壇
ノ
浦
の
戦
い
（
三
月
二
十
四
日
）

相
模
国
酒
勾
に
到
着
。
頼
朝
、
北
条
時
政
を
遣
わ
し
、
義
経
の
鎌
倉
入
り
を
禁
ず
（
五
月
十
五
日
）

腰
越
か
ら
大
江
広
元
に
書
状
を
送
り
、
心
情
を
訴
え
る
＝
腰
越
状
（
五
月
二
十
四
日
）

義
経
、
参
院
し
、
頼
朝
追
討
宣
旨
を
請
う
（
十
月
十
六
日
）

義
経
、
頼
朝
追
討
宣
旨
を
下
さ
れ
る
も
、
応
じ
る
も
の
な
し
（
十
月
二
十
二
日
）

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

義
経
、「
義
行
」
と
改
名
さ
れ
る
（
五
月
十
日
）

義
経
、
さ
ら
に
「
義
顕
」
と
改
名
さ
れ
る
（
十
一
月
二
十
四
日
）

文
治
三
年
（
一
一
八
七
）

義
経
、
山
伏
姿
で
、
伊
勢
・
美
濃
を
経
て
、
奥
州
に
下
る
と
い
う
（
二
月
十
日
）

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

義
経
、
衣
河
館
に
て
妻
子
と
自
害
〈

〉

一
五
三

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

（

）
義
経
˜
ƒ
O
‘
七
不
思
議

義
経
m
人
物
像
g
略
歴
˜
~
^
E
G
f
%
今
度
n
h
m
Š
E
j
義
経
m
人
物
像
˜
t
N
‹
}
Z
‘
K
課
題
g
i
‘
g
考
G
^
&
\
m
手

段
g
V
e
%
義
経
j
}
c
•
‘
£
Ð
¹
ú
Å
˜
「
七
不
思
議
」
g
V
e
取
Œ
上
Q
紹
介
V
^
&

〈
義
経
m
七
不
思
議
〉

不
思
議
\
m


義
経
g
静
御
前
g
m
出
会
C
n
C
c
J


◯
出
会
C
n
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
月
十
一
日
j
義
経
K
院
m
昇
殿
˜
許
T
’
e
以
降
&

◯
静
御
前
m
職
業
n
白
拍
子
&
白
拍
子
g
n
C
}
m
「
»
¦
å
´
6
ï
È
」
&



一
五
四

一
五
四

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

◯
相
関
図

義
経
―
後
白
河
法
皇

―
藤
原
通
憲
（
＝
信
西
）
―
磯
禅
師
（
静
御
前
m
母
）

不
思
議
\
m


判
官
g
n
C
.
^
C
何
m
R
g


◯
義
経
K
c
C
^
官
職
n
「
左
衛
門
尉
」
検
非
違
使
&
\
R
J
‹
「
判
官
殿
」
（
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
十
二
月
三
日
条
）
g
C
E

呼
称
K
義
経
m
代
名
詞
g
i
.
^
&

◯
判
官
r
C
L
m
背
景
j
n
%「
不
遇
i
一
生
」
g
「
流
浪
（
＝
自
由
）」
K
A
‘
&

不
思
議
\
m


弁
慶
g
n
h
™
i
人
物
_
.
^
m
J


◯
実
在
m
人
物
f
A
‘
&『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
十
一
月
三
日
条
j
「
弁
慶
」
g
~
‹
’
‘
&

◯
義
経
j
従
.
^
人
m
中
f
最
後
j
登
場
V
%
\
’
z
h
地
位
n
高
N
i
C
&
文
武
両
道
j
秀
f
e
C
^
&

◯
活
躍
K
描
J
’
‘
Š
E
j
i
‘
m
n
『
義
経
記
』
（
巻
三
・
七
）
j
I
C
e
f
A
‘
&

不
思
議
\
m


義
経
m
乗
.
^
馬
n
h
™
i
馬
J
(

)

◯
一
m
谷
合
戦
m
鵯
越
f
m
「
坂
落
V
」
m
£
Ï
¹
ú
Å

◯
実
n
大
L
T
n
Ù
Ç
ú
程
度
（
体
長
一
〇
九

～
一
四
〇

）

鎌
倉
市
m
材
木
座
遺
跡
出
土
m
軍
馬
m
骨

不
思
議
\
m


i
[
義
経
g
頼
朝
n
対
立
V
^
m
J


◯
兄
弟
n
最
大
m
å
Ÿ
Ì
ç
&
足
利
尊
氏
g
直
義
&
伊
達
政
宗
g
弟

不
思
議
\
m


義
経
＝
義
行
＝
義
顕


◯
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
義
経
J
‹
義
顕
j
改
名
T
Z
‹
’
‘
&
\
m
背
景
j
n
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
義
経
追
討
宣
旨
K



一
五
五

一
五
五

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

出
‘
„
捕
}
‹
i
J
.
^
ƒ
%
A
‹
•
’
‘
g
C
E
意
味
˜
„
c
「
顕
」
˜
用
C
^
&

不
思
議
\
m


義
経
n
½
ï
©
μ
・
Ë
ï
f
A
‘
g
C
E
義
経
伝
説
n
本
当
J


◯
義
経
伝
説
g
n
%
義
経
n
奥
州
平
泉
f
亡
N
i
.
^
m
f
n
i
N
%
北
j
落
`
m
r
%
蝦
夷
地
（
＝
北
海
道
）
j
渡
Œ
%
â
ú

å
³
›
大
陸
j
•
^
.
e
%
½
ï
©
μ
・
Ë
ï
g
i
.
^
%
g
C
E
„
m
&

◯
真
偽
n
h
E
J
g
C
E
g
%
„
`
“
™
C
•
ˆ
‘
義
経
伝
説
n
偽
f
A
‘
&
V
J
V
偽
f
A
‘
J
‹
意
味
K
i
C
g
考
G
‘
m

f
n
i
N
%
義
経
伝
説
J
‹
何
˜
読
~
g
‘
J
˜
考
G
‘
x
L
f
A
‘
&
義
経
伝
説
n
幕
末
以
降
m
近
代
j
形
成
T
’
^
&
鳴

滝
塾
˜
開
C
^
³
ú
Ø
ç
Ä
K
大
陸
j
義
経
˜
祀
.
^
祠
K
A
‘
R
g
˜
伝
G
^
R
g
K
義
経
伝
説
m
L
.
J
P
g
i
.
^
g

考
G
‹
’
e
C
‘
&
近
代
j
形
成
T
’
^
要
因
g
V
e
n
%
日
本
m
対
外
意
識
m
高
揚
%
明
治
m
富
国
強
兵
政
策
K
A
‘
&

「
七
不
思
議
」
g
C
E
形
式
˜
g
.
^
理
由
n
%
知
Œ
^
C
g
C
E
意
識
˜
高
ƒ
‘
R
g
j
A
.
^
&
T
‹
j
個
々
人
m
興
味
・
関
心

n
多
様
f
A
‘
J
‹
%
h
’
J
一
c
f
„
二
c
f
„
心
j
引
.
J
J
‘
„
m
K
A
’
o
良
C
g
C
E
R
g
J
‹
出
来
‘
_
P
多
N
m
£
Ð

¹
ú
Å
˜
紹
介
V
^
•
P
f
A
‘
&

（

）
C
N
c
J
m
幕
府
m
可
能
性
g
義
経

平
安
時
代
J
‹
鎌
倉
時
代
g
C
E
時
代
m
変
遷
n
%
現
代
j
生
L
‘
私
^
`
j
g
.
e
n
自
明
m
R
g
f
A
‘
&
V
J
V
同
時
代
˜
生

L
e
C
^
人
m
感
覚
n
„
`
“
™
\
E
f
n
i
C
&
c
}
Œ
初
ƒ
J
‹
鎌
倉
幕
府
m
成
立
K
予
定
T
’
e
C
^
•
P
f
n
i
N
%
源
頼
朝

K
å
Ÿ
Ì
ç
達
˜
倒
V
%
勝
`
取
.
e
成
立
V
^
m
K
鎌
倉
幕
府
g
C
E
認
識
f
A
‘
&



一
五
六

一
五
六

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

平
泉
藤
原
氏
n
%
平
泉
（
岩
手
県
平
泉
町
）
˜
本
拠
地
g
V
e
%
清
衡
（
初
代
）
・
基
衡
（
二
代
）
・
秀
衡
（
三
代
）
g
継
承
V
e
C
.

^
武
士
団
f
A
‘
&
源
義
経
n
三
代
秀
衡
m
„
g
j
身
˜
寄
Z
‘
R
g
j
i
.
^
&
\
m
秀
衡
K
亡
N
i
‘
時
%
遺
言
g
V
e
「
伊
予
守

義
顕
˜
„
.
e
%
大
将
軍
g
V
e
%
国
務
Z
V
‚
x
V
」
g
C
E
遺
言
˜
遺
V
e
C
‘
R
g
J
‹
%
義
経
˜
首
班
g
X
‘
„
E
q
g
c
m

幕
府
構
想
K
A
.
^
R
g
K
指
摘
T
’
e
C
‘
&

頼
朝
m
å
Ÿ
Ì
ç
達
g
n
%
源
平
m
貴
公
子
˜
推
戴
V
^
地
域
権
力
f
A
Œ
%
◯
源
（
木
曽
）
義
仲
〈
長
野
県
〉
%
◯
志
田
三
郎
義
弘

〈
茨
城
県
〉
%
◯
新
田
義
重
〈
群
馬
県

※

新
田
義
貞
m
祖
〉
%
◯
千
葉
介
常
胤
〈
千
葉
県
〉
%
◯
上
総
介
広
常
〈
千
葉
県
〉
%
◯
藤
原
秀

衡
・
源
義
経
〈
岩
手
県
平
泉
〉
K
\
m
地
域
権
力
f
A
.
^
&

n
W
ƒ
J
‹
源
頼
朝
K
鎌
倉
幕
府
˜
開
N
事
K
決
}
.
e
C
^
•
P
f
n
i
C
&
頼
朝
˜
n
W
ƒ
g
X
‘
様
々
i
地
域
m
武
士
勢
力
m

i
J
f
%
争
C
K
I
R
Œ
%
最
後
j
勝
利
V
^
m
K
源
頼
朝
f
A
.
^
&
\
m
Š
E
i
見
方
˜
最
後
j
紹
介
V
^
&

（

）
小
括

源
義
経
g
C
E
一
人
m
人
物
j
焦
点
˜
A
e
%
\
m
人
物
像
˜
掘
Œ
下
Q
‘
R
g
f
教
科
書
j
出
e
N
‘
様
々
i
人
物
・
出
来
事
j
n

豊
J
i
歴
史
K
A
‘
R
g
˜
感
W
取
.
e
„
‹
E
R
g
K
一
c
m
狙
C
f
A
.
^
&
T
‹
j
源
義
経
n
貴
族
中
心
m
社
会
J
‹
平
氏
政
権

˜
経
e
%
武
家
K
本
格
的
j
政
治
m
実
権
˜
握
Œ
始
ƒ
‘
鎌
倉
幕
府
m
登
場
g
C
E
大
L
i
転
換
点
j
A
^
‘
時
代
˜
生
L
^
人
物
f
A

Œ
%
\
m
時
代
˜
具
体
的
j
認
識
X
‘
R
g
j
c
i
K
‘
素
材
g
i
‘
g
考
G
‹
’
‘
&



一
五
七

一
五
七

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

三

織
田
信
長
と
山
内
一
豊

次
j
二
〇
〇
六
年
j
放
映
T
’
^
「
功
名
K
辻
」
（
山
内
一
豊
g
千
代
夫
婦
˜
中
心
g
X
‘
物
語
）
˜
素
材
g
V
^
実
践
f
A
‘ (

)

&
R

m
実
践
f
n
%
山
内
一
豊
m
生
L
^
時
代
g
n
h
m
Š
E
i
時
代
f
A
.
^
J
%
馬
揃
G
g
C
E
具
体
的
i
£
Ð
¹
ú
Å
˜
紹
介
V
i
K

‹
%
史
実
g
大
河
Å
å
Ú
m
関
係
j
c
C
e
考
G
e
~
^
&
T
‹
j
織
田
信
長
K
暗
殺
T
’
^
本
能
寺
m
変
m
犯
人
探
V
˜
通
V
e
歴
史

学
m
最
近
m
研
究
成
果
˜
紹
介
V
%
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
Š
E
j
工
夫
V
^
&

（

）
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
n
史
実
J

}
Y
A
}
Œ
知
名
度
g
V
e
n
高
N
i
C
山
内
一
豊
g
千
代
˜
系
図
†
肖
像
画
†
略
年
表
˜
„
g
j
紹
介
V
%
人
物
像
˜
c
J
™
f
„

‹
.
^
&
T
‹
j
一
豊
n
%
天
下
˜
目
指
V
e
覇
権
˜
争
.
^
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
j
間
接
的
A
‘
C
n
直
接
的
j
仕
G

^
人
物
%
織
豊
期
%
江
戸
時
代
初
期
˜
生
L
^
人
物
f
A
‘
g
C
E
時
代
認
識
˜
„
.
e
„
‹
E
^
ƒ
%
信
長
・
秀
吉
・
家
康
三
人
m
肖

像
画
˜
提
示
V
^
&

\
m
上
f
「
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
」
j
着
目
V
^
&
具
体
的
i
一
c
m
£
Ð
¹
ú
Å
j
着
目
X
‘
R
g
f
%
山
内
一
豊
g
千
代
m
人

物
像
j
迫
Œ
i
K
‹
%
歴
史
学
g
大
河
Å
å
Ú
m
関
係
j
c
C
e
考
G
e
~
^
J
.
^
J
‹
f
A
‘
&

「
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
」
m
„
g
j
i
.
e
C
‘
史
料
n
『
藩
翰
譜
』
f
A
‘
&『
藩
翰
譜
』
j
n
%
千
代
n
一
豊
j
馬
˜
購
入
X
‘

Š
E
j
X
X
ƒ
%
馬
揃
G
j
I
C
e
%
織
田
信
長
j
Š
.
e
\
m
馬
K
褒
ƒ
‹
’
^
R
g
K
記
T
’
e
C
‘
&
V
J
V
『
藩
翰
譜
』
n
同

時
代
史
料
f
n
i
N
%
一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）
J
‹
一
六
八
〇
年
（
延
宝
八
）
}
f
m
間
j
徳
川
将
軍
家
j
仕
G
^
大
名
家
m
系
譜
g



一
五
八

一
五
八

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

歴
代
m
伝
記
m
集
成
f
A
Œ
%
著
者
n
新
井
白
石
f
A
‘
&
c
}
Œ
史
料
g
V
e
n
二
次
資
料
f
A
‘
&

\
R
f
一
次
資
料
f
A
‘
『
信
長
公
記
』
j
着
目
X
‘
&
『
信
長
公
記
』
n
%
太
田
牛
一
K
自
身
m
日
記
j
基
d
C
e
記
録
V
^
織
田

信
長
m
軍
記
f
A
‘
&『
信
長
公
記
』
j
n
%
千
代
K
馬
m
購
入
˜
X
X
ƒ
^
g
T
’
‘
時
期
j
%
山
内
一
豊
m
名
前
n
~
‹
’
i
C
&

}
^
一
五
八
一
年
（
天
正
九
）
m
馬
揃
G
j
I
C
e
„
同
様
f
A
‘
&
\
R
J
‹
読
~
g
’
‘
R
g
n
%「
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
」
m

時
期
（
一
五
八
一
年
）
j
一
豊
n
信
長
m
目
j
g
}
‘
Š
E
i
人
物
f
n
i
J
.
^
R
g
f
A
‘
&
\
„
\
„
一
豊
n
%
信
長
f
n
i
N

秀
吉
直
属
m
家
臣
f
A
.
^
&
R
m
時
期
%
一
豊
n
%
秀
吉
g
共
j
因
幡
・
美
作
j
出
陣
中
g
考
G
‹
’
e
C
‘
&

f
n
『
藩
翰
譜
』
m
「
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
」
J
‹
何
˜
史
実
g
V
e
読
~
g
‘
x
L
i
m
J
&

『
藩
翰
譜
』
j
n
%「
天
下
j
信
長
m
家
f
i
N
e
n
買
G
‘
者
n
C
i
C
_
“
E
g
%
n
‘
o
‘
奥
州
J
‹
引
C
e
L
^
m
j
%
空
V

N
帰
V
^
i
‹
o
無
念
至
極
_
“
E
&
山
内
n
久
V
N
浪
人
˜
V
e
%
家
„
T
]
貧
V
C
_
“
E
j
%
買
.
^
m
n
見
上
Q
^
R
g
f
A

‘
&
信
長
m
家
m
恥
˜
X
X
M
%
}
^
武
士
m
嗜
~
˜
心
得
e
C
‘
」
g
信
長
K
褒
ƒ
^
g
記
T
’
e
C
‘
&
『
藩
翰
譜
』
n
二
次
資
料

f
A
‘
J
‹
虚
構
f
A
‘
g
V
e
切
Œ
捨
e
‘
m
f
n
i
N
%
\
m
記
述
J
‹
信
長
n
馬
好
L
f
A
‘
R
g
%
馬
揃
G
m
^
ƒ
f
i
C
j

V
e
„
%
「
武
士
m
嗜
~
」
g
V
e
名
馬
˜
求
ƒ
‘
R
g
n
一
般
的
f
A
‘
R
g
n
史
実
g
V
e
読
~
g
’
‘
m
f
A
‘
&
\
E
V
^
史

料
読
解
m
方
法
˜
生
徒
達
g
共
j
考
G
‘
中
f
%
教
科
書
m
記
述
K
一
c
一
c
m
史
実
j
基
d
C
e
C
‘
R
g
˜
生
徒
達
j
気
d
J
Z
‘

g
R
“
j
c
i
Q
‘
R
g
K
f
L
‘
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&

（

）
信
長
˜
殺
V
^
犯
人
n
誰
J

次
j
山
内
一
豊
g
千
代
j
g
.
e
„
転
換
点
g
i
.
^
本
能
寺
m
変
（
一
五
八
二
年
）
j
c
C
e
%
\
m
犯
人
n
誰
J
g
C
E
謎
解
L



一
五
九

一
五
九

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

˜
X
‘
i
J
f
%
歴
史
学
m
研
究
成
果
˜
紹
介
V
^
&

}
Y
本
能
寺
m
変
f
織
田
信
長
˜
殺
V
^
m
n
誰
J
g
C
E
問
C
J
P
˜
V
^
&
\
m
問
C
J
P
j
対
X
‘
答
G
n
十
中
八
九
明
智
光

秀
f
A
‘
&
\
R
f
確
J
j
織
田
信
長
˜
討
.
^
m
n
光
秀
f
A
‘
K
%
彼
m
単
独
犯
f
n
i
J
.
^
g
考
G
‹
’
e
C
‘
g
C
E
研
究

段
階
˜
紹
介
X
‘
&
f
n
彼
m
共
犯
%
i
C
V
光
秀
˜
背
後
f
扇
動
V
e
C
^
人
物
・
組
織
n
誰
i
m
J
g
C
E
R
g
j
i
‘
K
%
次
m

三
c
m
説
˜
紹
介
V
^
&



足
利
義
昭
説

根
拠

◯
愛
宕
百
韻
j
I
P
‘
光
秀
m
発
句
n
「
g
L
n
今
%
天
J
下
V
‘
五
月
哉
」
f
A
‘
&

\
m
解
釈
n
%
J
c
e
n
「
時
n
今
%
土
岐
氏
m
一
族
f
A
‘
光
秀
K
天
下
˜
取
‘
x
L
五
月
f
A
‘
」
g
C
E
光
秀

m
野
望
˜
読
~
g
’
‘
g
考
G
‹
’
e
C
^
K
%
今
n
%
「
時
n
今
%
天
皇
K
天
下
˜
支
配
X
‘
五
月
J
i
」
g
解
釈

X
‘
Š
E
j
i
.
^
R
g
&

◯
本
能
寺
m
変
以
後
m
足
利
義
昭
m
書
状
（
一
五
八
二
年
六
月
一
三
日
付
）
m
文
面
J
‹
足
利
義
昭
K
首
謀
者
g
読
~

g
’
‘
R
g
&



Ÿ
£
¶
μ
会
説 (

)

根
拠

◯
ç
Ÿ
μ
＝
Ñ
é
Ÿ
μ
m
見
方
&
信
長
K
本
能
寺
m
変
f
討
^
’
^
m
n
「
Ã
¡
μ
Š
Œ
m
優
越
」
（
＝
自
‹
神
j
i

“
E
g
V
^
傲
慢
T
）
&「
Ã
¡
μ
K
信
長
m
命
m
終
了
日
˜
決
定
V
^
」（
＝
Ì
Â
è
ï
K
信
長
m
死
˜
決
定
V
^
）
&



内
部
崩
壊
説 (

)

根
拠

◯
極
端
i
}
f
j
信
長
個
人
j
権
力
˜
集
中
V
Š
E
g
X
‘
独
裁
体
質
n
%
\
m
枠
組
~
K
他
m
大
名
i
h
j
拒
否
反



一
六
〇

一
六
〇

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

応
˜
„
^
‹
V
^
g
C
E
_
P
f
i
N
%
信
長
権
力
m
中
f
„
無
理
˜
生
W
e
C
^
&
世
m
中
n
「
乱
’
^
」
m
f
n

i
N
変
化
V
^
m
f
A
Œ
%
政
治
的
i
再
統
一
K
i
N
g
„
%
社
会
自
体
m
力
j
Š
.
e
%
I
m
Y
g
新
V
C
社
会
m

枠
組
~
n
形
成
T
’
c
c
A
.
^
&

本
能
寺
m
変
m
犯
人
n
明
智
光
秀
f
A
‘
g
C
E
C
•
o
生
徒
j
g
.
e
m
「
常
識
」
˜
覆
X
R
g
f
%
知
Œ
^
C
g
C
E
探
求
心
j

火
˜
c
P
‘
R
g
K
f
L
‘
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&
T
‹
j
歴
史
m
奥
深
T
˜
実
感
X
‘
R
g
j
c
i
K
.
^
m
f
n
i
C
J
g
考
G

e
C
‘
&

（

）
小
括

「
馬
揃
G
m
£
Ð
¹
ú
Å
」
g
C
E
一
c
m
場
面
˜
取
Œ
上
Q
%
\
m
根
拠
˜
探
‘
i
J
f
%
歴
史
˜
描
N
基
j
i
.
e
C
‘
„
m
j

c
C
e
考
G
^
&
\
R
J
‹
史
実
g
大
河
Å
å
Ú
m
間
j
A
‘
„
m
j
c
C
e
考
G
‘
R
g
K
f
L
^
m
f
n
i
C
_
“
E
J
&
}
^
歴

史
上
最
„
有
名
i
人
物
g
C
.
e
„
過
言
f
n
i
C
織
田
信
長
%
彼
K
殺
T
’
^
本
能
寺
m
変
m
謎
˜
取
Œ
上
Q
‘
中
f
謎
解
L
m
面
白

T
˜
感
W
%
必
Y
V
„
全
e
K
自
明
m
事
f
n
i
N
%
着
眼
点
†
異
i
‘
史
料
j
着
目
X
‘
R
g
f
多
様
i
解
釈
K
生
}
’
‘
„
m
f
A

‘
R
g
˜
感
W
‘
R
g
K
f
L
^
m
f
n
i
C
J
g
考
G
e
C
‘
&

四

『
風
林
火
山
』
か
ら
み
た
戦
国
時
代

最
後
j
二
〇
〇
七
年
j
放
映
T
’
^
「
風
林
火
山
」
（
武
田
信
玄
m
参
謀
山
本
勘
助
˜
主
人
公
g
V
^
物
語
）
˜
素
材
g
V
^
実
践
f

A
‘ (

)

&
R
m
実
践
f
n
%
}
Y
武
田
信
玄
†
山
本
勘
助
m
人
物
像
j
Z
}
Œ
%
次
j
武
田
信
玄
g
好
敵
手
上
杉
謙
信
K
戦
.
^
川
中
島
m



一
六
一

年

号

事

項

一
五
二
一
年
（
大
永
元
）

十
一
月
三
日

甲
斐
国
で
誕
生
。
幼
名
太
郎

一
五
三
六
年
（
天
文
二
）

元
服
し
て
「
晴
信
」
と
名
乗
る
。
初
陣
で
勝
利
。

十
六
歳

一
五
四
一
年
（
天
文
十
）

父
信
虎
を
追
放
し
、
家
督
を
相
続
す
る
。

二
十
一
歳

一
五
五
八
年
（
永
禄
二
）

出
家
し
て
「
信
玄
」
と
名
乗
る

三
十
八
歳

一
五
七
三
年
（
元
亀
四
）

四
月
十
二
日

没

五
十
三
歳

一
六
一

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

戦
C
j
着
目
V
%
最
後
j
信
玄
K
亡
N
i
.
^
後
%
武
田
家
m
滅
亡
˜
決
定
d
P
^
長
篠
m
戦
C
j
注
目
X
‘
R
g
f
%
戦
国
時
代
g
n

日
本
m
歴
史
m
i
J
f
h
m
Š
E
i
時
代
f
A
.
^
m
J
˜
考
G
^
&

（

）
武
田
信
玄
g
山
本
勘
助

}
Y
武
田
信
玄
m
画
像
g
略
歴
˜
紹
介
V
^
&
\
m
E
G
f
信
玄
m
特
徴
˜
「
信
玄
m
¯
¯
K
X
S
C

Õ
μ
Ä
三
」
g
題
V
e
取
Œ

上
Q
^
&
情
報
過
多
j
i
‹
i
C
Š
E
j
三
c
j
絞
.
e
提
示
X
‘
R
g
j
V
^
&
i
I
治
水
技
術
˜
第
一
位
g
V
^
m
n
%
戦
国
時
代

_
P
f
i
N
現
在
„
信
玄
堤
n
洪
水
防
止
j
大
L
i
力
˜
果
^
V
e
C
‘
J
‹
f
A
‘
&

〈
武
田
信
玄
m
略
歴
〉



一
六
二

年

号

事

項

一
四
九
三
年
（
明
応
二
）

駿
河
（
静
岡
県
）
あ
る
い
は
三
河
（
愛
知
県
）
で
誕
生

一
五
四
三
年
（
天
文
十
二
）

こ
の
こ
ろ
信
玄
に
仕
え
る

五
十
一
歳

一
六
二

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

〈
信
玄
m
¯
¯
K
X
S
C


Õ
μ
Ä
三
〉

第
三
位

家
督
˜
継
C
f
J
‹
%
一
度
„
甲
斐
本
国
j
攻
ƒ
込
}
’
^
R
g
K
i
C
&

甲
斐
（
山
梨
県
）
g
信
濃
（
長
野
県
m
一
部
）
→
信
濃
全
域
J
‹
上
野
（
群
馬
県
）
%
駿
河
・
遠
江
（
静
岡
県
）
%
三
河
（
愛

知
県
）
%
美
濃
（
岐
阜
県
）
w
g
拡
大
&

第
二
位

「
甲
州
法
度
之
次
第
」
（
二
十
六
条
%
m
`
五
十
七
条

※

現
在
m
憲
法
m
Š
E
i
„
m
）
m
制
定
&

信
玄
自
身
„
法
j
従
E
（
「
„
V
信
玄
自
‹
法
j
違
反
V
^
g
L
n
%
身
分
m
高
C
低
C
j
J
J
•
‹
Y
訴
G
i
T
C
&
場

合
j
Š
.
e
n
%
晴
信
自
身
„
処
罰
˜
受
P
‘
覚
悟
K
A
‘
」
）
&

第
一
位

高
度
i
治
水
技
術
˜
„
c
&「
水
˜
制
X
‘
者
n
天
下
˜
制
X
‘
」
&
信
玄
堤
&

次
M
j
山
本
勘
助
j
c
C
e
„
信
玄
g
同
様
j
略
歴
g
三
c
m
特
徴
˜
紹
介
V
^
&
山
本
勘
助
m
存
在
n
不
明
i
R
g
K
多
N
%
基
本

的
i
人
物
像
˜
把
握
X
‘
R
g
˜
心
K
P
^
&

〈
山
本
勘
助
m
略
歴
〉



一
六
三

一
五
五
七
年
（
弘
治
三
）

第
三
回

川
中
島
の
戦
い
に
参
戦

一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）

第
四
回

川
中
島
の
戦
い
で
討
ち
死

六
十
九
歳

第
一
回

一
五
五
三
年
（
天
文
二
十
二
）

武
田
・
上
杉
両
軍
接
近
す
る
が
主
力
決
戦
な
し

第
二
回

一
五
五
五
年
（
弘
治
元
）

約
二
百
日
対
陣
す
る
が
決
着
つ
か
ず

第
三
回

一
五
五
七
年
（
弘
治
三
）

小
規
模
な
合
戦

一
六
三

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

〈
山
本
勘
助
m
三
c
m
i
]
〉

\
m
一

「
軍
師
」
f
n
i
N
%
剣
術
m
名
人
・
戦
略
家
（
＝
「
兵
法
仁
」
）
&

\
m
二

独
眼
f
%
足
K
不
自
由
&

\
m
三

実
在
\
m
„
m
K
疑
•
’
e
C
^
人
物
&

唯
一
m
同
時
代
史
料
&「
山
本
菅
助
」
（
市
川
文
書
）
＝
山
本
勘
助

（

）
第
四
回
川
中
島
m
戦
C

武
田
信
玄
†
山
本
勘
助
K
生
涯
j
渡
.
e
戦
C
続
P
^
m
K
越
後
m
戦
国
大
名
上
杉
謙
信
f
A
‘
&

武
田
信
玄
g
上
杉
謙
信
n
%
北
信
濃
m
川
中
島
地
方
f
計
五
回
戦
.
^
&
C
•
ˆ
‘
川
中
島
m
戦
C
f
A
‘
&

〈
川
中
島
m
戦
C
〉



一
六
四

第
四
回

一
五
六
一
年
（
永
禄
四
）

最
大
の
激
戦
・
武
田
方
の
勝
利

第
五
回

一
五
六
四
年
（
永
禄
七
）

決
着
つ
か
ず

月

日

事

項

な

ど

八
月

十
五
日

上
杉
謙
信
、
善
光
寺
に
到
着

軍
勢
一
万
三
〇
〇
〇
人

十
六
日

上
杉
謙
信
、
妻
女
山
に
陣
を
し
く

二
十
四
日

武
田
信
玄
、
雨
宮
渡
を
封
鎖
（
＝
上
杉
軍
の
補
給
や
本
国
と
の
連
絡
を
遮
断
）

二
十
九
日

武
田
信
玄
、
海
津
城
に
入
る
。
軍
勢
二
万
人

九
月

九
日

武
田
信
玄
、
「
啄
木
鳥
戦
法
」
を
採
用
。
一
隊
は
翌
朝
に
妻
女
山
を
夜
襲
、
信
玄
本
隊
は
川
中
島
の
八
幡
原
に
布

陣
し
、
上
杉
軍
を
挟
み
撃
ち
に
す
る
と
い
う
作
戦
。

山
本
勘
助
の
進
言
「
味
方
の
二
万
の
軍
勢
の
う
ち
、
一
万
二
千
を
割
い
て
、
妻
女
山
に
向
か
わ
せ
、
明
朝
六
時
よ

り
攻
撃
を
開
始
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
上
杉
軍
は
負
け
て
も
勝
っ
て
も
山
を
降
り
、
千
曲
川
を
越
え
て
川
中
島
方
面
に

退
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
信
玄
本
隊
八
千
の
兵
を
上
杉
軍
の
退
路
に
先
ま
わ
り
し
て
待
ち
伏
せ
さ
せ
、
前
後
か
ら
は

さ
み
討
ち
す
れ
ば
勝
利
ま
ち
が
い
な
し
」

一
六
四

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

最
„
激
V
J
.
^
戦
C
n
第
四
回
f
A
.
^
&
第
四
回
川
中
島
m
戦
C
n
%
武
田
方
m
勝
利
f
終
•
.
^
K
%
特
j
信
玄
g
謙
信
m
一

騎
打
`
m
£
Ð
ú
¹
ú
Å
K
有
名
f
A
‘
&
山
本
勘
助
„
R
m
戦
C
f
戦
死
V
^
&
\
R
f
第
四
回
m
戦
C
m
経
過
˜
再
現
V
^
&

〈
第
四
回
川
中
島
m
戦
C
m
経
過
〉



一
六
五

九
月

九
日

し
か
し
上
杉
軍
は
武
田
軍
の
動
き
を
見
抜
き
、
夜
の
う
ち
に
妻
女
山
を
下
り
、
雨
宮
渡
で
河
を
渡
り
、
八
幡
原
の

武
田
本
隊
に
向
け
て
行
動
を
開
始
。

十
日

午
前
八
時
こ
ろ
、
川
中
島
で
戦
闘
開
始
。

武
田
軍
苦
戦

武
田
信
繁
（
弟
）
・
両
角
虎
光
（
老
臣
八
十
一
歳
）
ら
戦
死

信
玄
と
謙
信
の
一
騎
打
ち

「
信
玄
を
討
ち
取
ろ
う
と
し
て
い
た
謙
信
は
、
十
二
騎
の
武
士
を
従
え
、
武
田
軍
の
陣
地
を
突
破
し
、
信
玄
の
身

辺
に
殺
到
し
た
。
謙
信
は
一
騎
で
信
玄
に
迫
り
、
「
お
前
、
こ
こ
に
居
た
か
」
と
大
声
を
あ
げ
て
斬
り
か
か
っ
た
。

信
玄
は
床
几
に
腰
を
か
け
た
ま
ま
、「
さ
が
れ
」
と
叫
び
、
軍
配
う
ち
わ
を
あ
げ
て
、
謙
信
の
太
刀
を
受
け
と
め
た
。

謙
信
は
二
の
太
刀
、
三
の
太
刀
ま
で
斬
り
さ
げ
た
。
軍
配
は
裂
け
、
二
の
太
刀
が
信
玄
の
肩
を
傷
つ
け
た｣

午
前
十
時
こ
ろ
、
武
田
軍
別
働
隊
が
川
中
島
に
合
流
。
上
杉
軍
は
前
後
よ
り
武
田
軍
の
攻
撃
に
あ
っ
て
善
光
寺
に

撤
退
（
＝
武
田
方
の
勝
利
。
謙
信
は
武
田
領
に
攻
め
入
り
な
が
ら
領
地
を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
）

午
後
四
時
こ
ろ
、
信
玄
が
追
撃
す
る
全
軍
を
八
幡
原
に
撤
収
。

死
者
は
武
田
軍
四
〇
〇
〇
人
余

上
杉
軍
三
〇
〇
〇
人
余
で
あ
っ
た
。

一
六
五

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

R
m
戦
C
J
‹
T
}
U
}
i
„
m
˜
引
L
出
X
R
g
K
f
L
‘
f
A
“
E
&
V
J
V
今
回
n
%
信
玄
g
謙
信
m
一
騎
打
`
m
具
体
的
i

様
子
%
T
‹
j
武
田
方
m
勝
利
j
終
•
.
^
R
g
˜
強
調
V
e
%
次
m
「
異
説
」
˜
投
Q
J
P
‘
前
段
g
V
^
&



一
六
六

一
六
六

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

（

）
„
E
q
g
c
m
川
中
島
合
戦

g
R
“
K
第
四
回
川
中
島
m
戦
C
武
田
信
玄
f
n
i
N
%
上
杉
謙
信
m
勝
利
g
V
e
描
C
^
紀
州
本
「
川
中
島
合
戦
図
屏
風
」
K
存
在

X
‘ (

)
&
紀
州
本
「
川
中
島
合
戦
図
屏
風
」
j
n
川
m
中
j
馬
˜
乗
Œ
入
’
%
g
„
j
太
刀
˜
抜
L
払
.
e
斬
Œ
結
u
謙
信
g
信
玄
K
描
J

’
e
C
‘
&
„
E
q
g
c
m
信
玄
g
謙
信
m
一
騎
打
`
f
A
‘
&
\
m
Š
E
j
描
J
’
^
背
景
j
n
「
川
中
島
五
箇
度
合
戦
記
」
m
「
謙

信
川
中
w
乗
込
~
%
晴
信
（
信
玄
）
˜
二
太
刀
切
付
P
申
T
‘
%
信
玄
„
太
刀
˜
抜
L
%
合
戦
申
T
‘
所
j
」
g
C
E
記
述
m
存
在
K
A

‘
R
g
K
指
摘
T
’
e
C
‘
&

T
‹
j
紀
州
本
「
川
中
島
合
戦
図
屏
風
」
作
成
事
情
j
n
%
徳
川
頼
宣
n
%
宇
佐
見
勝
興
・
定
祐
父
子
˜
登
用
V
%
越
後
流
˜
紀
州
徳

川
家
m
軍
学
g
定
ƒ
^
（
幕
府
n
甲
州
流
軍
学
）
R
g
K
A
.
^
g
指
摘
T
’
e
C
‘
&
c
}
Œ
幕
府
m
甲
州
流
軍
学
j
対
抗
X
‘
^
ƒ

j
%
越
後
流
軍
学
K
必
要
f
A
.
^
g
C
E
R
g
f
A
‘
&
\
V
e
山
本
勘
助
j
匹
敵
X
‘
軍
略
家
g
V
e
m
宇
佐
見
定
行
%
川
中
島
合

戦
f
m
上
杉
m
勝
利
K
必
要
f
A
.
^
%
g
C
E
R
g
f
A
.
^
&

史
実
g
n
異
i
‘
歴
史
K
描
J
’
‘
背
景
j
n
何
K
A
‘
m
J
&
R
’
„
歴
史
m
見
方
˜
考
G
‘
一
c
m
Ù
Ÿ
ï
Ä
f
n
i
C
J
g
考

G
e
C
‘
&

（

）
長
篠
m
戦
C
m
意
義

長
篠
m
戦
C
g
n
%
一
五
七
五
年
（
天
正
三
）
五
月
二
十
一
日
j
織
田
信
長
%
徳
川
家
康
m
連
合
軍
K
武
田
勝
頼
m
軍
˜
三
河
m
設
楽

原
（
現
在
m
愛
知
県
新
城
市
）
f
破
.
^
合
戦
f
A
‘
&
武
田
最
強
m
騎
馬
隊
K
織
田
信
長
率
C
‘
足
軽
鉄
砲
隊
j
敗
北
V
^
R
g
J
‹
%

戦
C
m
戦
法
K
騎
馬
戦
J
‹
鉄
砲
w
変
•
.
^
R
g
K
注
目
T
’
e
C
‘
&



一
六
七

人

物

内

容

武
田
信
玄
の
意
識

「
室
町
幕
府
」
の
た
め
に
戦
う
。
元
服
の
際
に
室
町
幕
府
十
二
代
将
軍
足
利
義
晴
か
ら
一
字
を
も
ら
い
「
晴
信
」

織
田
信
長
の
意
識

「
天
下
」
の
た
め
に
戦
う

室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
昭
の
挙
兵
を
「
公
儀
御
謀
反
」
と
呼
び
、
天
下
の
安
定
（
「
天
下
静
謐
」
）
の
た
め
に
将
軍

を
追
放
。

一
六
七

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

V
J
V
\
’
_
P
f
i
N
%
長
篠
m
戦
C
前
後
f
時
代
K
動
N
R
g
j
着
目
T
Z
^
C
&
具
体
的
j
n
室
町
幕
府
m
枠
組
~
J
‹
「
天

下
」
g
C
E
新
^
i
枠
組
~
w
世
m
中
K
変
•
.
e
C
.
^
g
C
E
R
g
f
A
‘
&

長
篠
m
戦
C
g
C
E
一
c
m
出
来
事
j
注
目
V
%
\
m
意
義
˜
考
G
‘
i
J
f
%
\
’
K
大
L
i
時
代
m
変
遷
j
c
i
K
‘
m
f
A
’

o
\
R
j
着
目
T
Z
‘
R
g
n
大
切
f
A
‘
&
歴
史
n
断
片
的
i
„
m
g
V
e
m
~
捉
G
‘
m
f
n
i
N
%
一
連
m
大
L
i
流
’
m
i
J

f
考
G
‘
R
g
n
現
代
J
‹
歴
史
˜
見
c
ƒ
‘
R
g
K
f
L
‘
故
j
為
V
得
‘
R
g
f
n
i
C
_
“
E
J
&

（

）
小
括

武
田
信
玄
%
山
本
勘
助
%
川
中
島
m
戦
C
%
長
篠
m
戦
C
g
C
E
„
m
j
着
目
X
‘
i
J
f
%
最
後
j
n
戦
国
時
代
g
n
h
m
Š
E
i

時
代
J
g
C
E
時
代
観
j
至
.
^
&
戦
国
時
代
g
n
%
室
町
幕
府
m
„
g
j
%
武
田
信
玄
†
上
杉
謙
信
g
C
.
^
戦
国
大
名
K
%
自
分
m

支
配
域
（
＝
領
国
）
˜
必
死
j
守
Œ
%
T
‹
j
拡
大
˜
n
J
.
e
C
^
時
代
f
A
.
^
&
†
K
e
戦
国
大
名
m
意
識
n
天
下
統
一
w
g
向



一
六
八

一
六
八

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

J
C
%
織
田
信
長
m
「
天
下
静
謐
」
%
豊
臣
秀
吉
m
「
惣
無
事
令
」
˜
経
e
%
徳
川
家
康
m
江
戸
幕
府
j
結
実
X
‘
m
f
A
‘
&

む
す
び
に
か
え
て

h
E
V
^
‹
生
徒
m
日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
e
C
N
R
g
K
f
L
‘
J
&

本
稿
f
n
大
河
Å
å
Ú
˜
素
材
g
V
^
実
践
˜
紹
介
V
e
L
^
&
筆
者
g
V
e
n
%
教
科
書
記
述
j
沿
.
^
日
常
m
学
習
J
‹
離
’
%

歴
史
m
奥
深
T
†
面
白
T
m
一
端
˜
感
W
‘
L
.
J
P
g
i
.
^
m
f
n
i
C
J
g
考
G
e
C
‘
&
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m
是
非
n
読
者
諸
賢
j
委
l
‘
R

g
g
V
^
C
&

本
稿
f
紹
介
V
^
本
能
寺
m
変
m
謎
j
c
C
e
話
V
^
時
%
A
‘
生
徒
K
「
毎
回
R
m
Š
E
i
授
業
_
.
^
‹
面
白
C
m
j
」
g
言
葉

˜
„
‹
V
^
R
g
K
A
.
^
&
嬉
V
J
.
^
反
面
%
教
科
書
m
内
容
˜
教
G
‘
日
常
m
授
業
f
C
J
j
生
徒
m
興
味
・
関
心
˜
引
L
出
V

e
C
i
C
J
˜
反
省
T
Z
‹
’
^
出
来
事
f
„
A
.
^
&
今
後
„
大
河
Å
å
Ú
˜
素
材
g
V
^
実
践
˜
継
続
V
%
更
j
生
徒
m
興
味
・
関

心
˜
高
ƒ
‘
^
ƒ
j
h
m
Š
E
i
工
夫
K
出
来
‘
m
J
˜
追
求
V
e
C
L
^
C
&

〈
註
〉

（

）

授
業
時
間
内
f
歴
史
m
奥
深
T
%
面
白
T
˜
十
分
j
紹
介
X
‘
R
g
n
z
{
不
可
能
f
A
“
E
&
受
験
科
目
g
V
e
教
科
書
m
事
項
˜
学
u
R

g
n
†
n
Œ
授
業
m
大
切
i
目
的
m
一
c
f
A
‘
&
V
^
K
.
e
%
授
業
f
n
日
本
史
j
興
味
˜
持
c
L
.
J
P
†
動
機
付
P
˜
行
C
%
\
m

先
n
個
々
人
m
自
主
的
i
活
動
j
負
E
所
K
大
L
C
g
考
G
e
C
‘
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（

）

網
野
善
彦
「
敗
者
m
~
知
‘
人
間
m
真
実
˜
c
J
~
g
“
E
」（
›
£
å
Ü
8
ª

『
歴
史
学
K
•
J
‘
』
朝
日
新
聞
社
%
一
九
九
五
年
）



一
六
九

一
六
九

日
本
史
j
対
X
‘
興
味
・
関
心
˜
高
ƒ
‘
j
n
h
E
X
‘
J
―
大
河
Å
å
Ú
˜
切
Œ
口
g
V
e
―

（

）

深
谷
克
己
「
歴
史
m
A
^
‹
V
C
顔
˜
発
見
X
‘
」
（
›
£
å
Ü
8
ª
『
日
本
史
K
•
J
‘
』
朝
日
新
聞
社
%
二
〇
〇
〇
年
）

（

）

入
間
田
宣
夫
「
鎌
倉
幕
府
n
C
c
%
C
J
j
V
e
成
立
V
^
J
」
（『
中
世
武
士
団
m
自
己
認
識
』
三
弥
井
選
書
%
一
九
九
八
年
）

（

）

R
m
実
践
˜
準
備
X
‘
j
A
^
.
e
参
考
j
V
^
文
献
n
次
m
„
m
f
A
‘
&『
義
経

史
実
g
伝
説
˜
ƒ
O
‘
旅
』
（



出
版
%
二
〇
〇

四
年
）
%
上
横
手
雅
敬
編
『
源
義
経

流
浪
m
勇
者

京
都
・
鎌
倉
・
平
泉
』（
文
英
堂
%
二
〇
〇
四
年
）
%
五
味
文
彦
『
源
義
経
』（
岩
波
新
書
%

二
〇
〇
四
年
）

（

）
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
j
「
色
白
男
m
長
低
L
n
%
向
歯
m
殊
j
指
V
出
f
e
」
g
A
‘
&
最
古
m
義
経
像
「
中
尊
寺
蔵
m
画
像
」
„
合
•
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e
提
示
V
^
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（

）
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合
康
『
源
平
合
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m
虚
像
˜
剥
O
』
（
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社
Ý
½
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一
九
九
六
年
）
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）
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践
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備
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‘
j
A
^
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考
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読
‚

山
内
一
豊

千
代
』
（
学
研
%
二
〇
〇
六
年
）
%
田
端
泰
子
『
山
内
一
豊
g
千
代
―
戦
国
武
士
m
家
族
像
―
』
（
岩
波
新
書
%
二
〇
〇
五
年
）

（

）
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花
京
子
『
信
長
g
十
字
架
―
「
天
下
布
武
」
m
真
実
˜
追
E
』
（
集
英
社
新
書
%
二
〇
〇
四
年
）
%
Ñ
é
Ÿ
μ
〈
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
〉

『
日
本
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』
（
中
央
公
論
社
%
一
九
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八
年
）

（

）

小
島
道
裕
『
信
長
g
n
何
J
』
（
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談
社
Ý
½
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%
二
〇
〇
六
年
）

（

）
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m
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践
˜
準
備
X
‘
j
A
^
.
e
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考
j
V
^
文
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A
‘
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平
山
優
『
武
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（
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川
弘
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館

二
〇
〇
六
年
）
%
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優
『
山
本
勘
助
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（
講
談
社
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代
新
書

二
〇
〇
六
年
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二
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七
年
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„
E
q
g
c
m
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中
島
合
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』
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洋
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社
%
二
〇
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）
%
『
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中
島
合
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図
長
篠
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図
』
（
中
央
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社
%
一
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八
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）
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Š
~
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杉
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g
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〇
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（
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中
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戦
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洋
泉
社
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二
〇
〇
七
年
）


